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能勢町地域交通の現状について 

１ 路線バス 

２ 公共交通空白地有償運送・福祉有償運送 

３ 地域活動による送迎 

４ タクシー  



１ 路線バス 







２ 公共交通空白地有償運送 

福祉有償運送 



公共交通空白地有償運送実績（2事業者合計）
運行回数（回） 利用人員（人） 運賃収入（円） ＊出典:能勢町提供

19年度 963 998 823,870

20年度 1,214 1,258 953,300

21年度 1,352 1,352 982,320

22年度 1,753 1,753 1,361,799

23年度 1,961 1,962 1,488,340

24年度 1,718 1,718 1,147,210

25年度 1,219 1,219 795,520

26年度 951 951 666,340

27年度 873 873 575,380

28年度 694 691 521,400

29年度 797 796 548,240

30年度 1,074 1,074 667,600

31年度 1,257 1,257 750,630 （R1.2月末時点　1事業者のみ）

福祉有償運送実績（1事業所）
営業日数（日） 実稼動日数（日） 運行回数（回） 利用人員（人） 運賃収入（円） 運行距離（km） 年度末会員数（人）

20年度 307 307 1,555 1,555 2,120,550 115

21年度 298 294 1,139 1,138 1,950,680 130

22年度 259 259 1,288 1,288 2,281,040 158

23年度 253 250 1,280 1,280 2,075,840 186

24年度 256 256 971 971 1,454,620 9,381.0 204

25年度 251 244 869 925 1,191,380 222

26年度 249 249 937 937 1,233,340 218

27年度 314 247 1,098 1,098 1,638,110 10,810.2 160

28年度 307 255 982 592 1,470,770 7,846.5 173

29年度 268 244 759 433 965,080 5,810.8 176

30年度 208 155 438 244 735,089 4,959.0 181
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(6) 運送・ 貸出サービス

公共交通空白地有償運送事業（ ふれあい号）

バス・ タクシー等の公共交通機関を利用することが困難な高齢者及び運転免許を保有しない住民等

の外出の利便を図ることにより、社会参加の促進及び交通空白地の解消をめざす公共交通空白地有償

運送を行っています。

＜利用日＞平日（ 月～金曜日） 9： 00～17： 00 ※  祝日、年末年始を除く 。
＜利用者＞町内在住の方及び同伴者

＜利用料＞ (1)登録料（ 初回のみ500 円） (2 )利用料（ タクシーの半額程度）

＜運行範囲＞町内のみ

＜利用申込＞前日までにご連絡ください。 ※（ 当日申込は、利用不可。）

ふれあいセンターの運営（ 貸室）

住民が気軽に集え、生きがい活動や世代間交流活動等を通じ、心身の健康増進を図るための地域

福祉活動の拠点施設として、町より指定管理者の指定を受け運営しています。

＜利用日＞平日（ 月～金曜日）、9： 00～17： 00 ※  祝日、年末年始を除く 。
＜貸 室＞多目的室、和室、会議室、調理室

＜利用料＞ 3 時間以内（ 1 ,000 円） ※ 3 時間を超えて1 時間ごと（ 300 円）
※ 冷・ 暖房使用の場合、上記金額の1 割増

車イスの貸出

在宅の要援護者（ 高齢者・ 障がい者等） や一時的な病気・ けがをされた方

などを対象に、車イスを貸出しています。

＜貸出期間＞ 1 ヵ月～3 ※ヵ月（ 更新申請できます。）

＜利用料＞ 500 円（ 1 ヵ月以内）、250 円（ 15 日以内）

＊出典：能勢町社会福祉協議会ホームページより



公共交通空白地有償運送

地区別送迎内容      (%) ＊　能勢町社会福祉協議会　事業報告書より
歌垣地区 田尻地区 東郷地区 岐尼地区久佐々地区天王地区 　　利用人数：～26年度まで　利用実人数掲載なし

24年度 17 6 1 40 36 0
25年度 15 6 1 61 17 0
26年度 16 7 2 55 20 0
27年度 12 6 5 56 21 0
28年度 12 4 7 52 25 0
29年度 16 3.2 3.5 44.2 33.1 0
30年度 17.2 3.7 3.4 45.1 30.6 0

利用別送迎内容      (%)

買物 医者
郵便局
農協

福祉施設
福祉セン
ター
役場

町外へ行
く
バス停ま
で

その他

24年度 9 38 3 24 1 22 3
25年度 13 23 4 15 2 39 4
26年度 21 23 7 13 4 22 10
27年度 11 34 6 0 1 32 16
28年度 15 25 8 0 3 43 6
29年度 22.8 25.6 4.3 0.1 3.2 38.9 5.1
30年度 21.8 27.1 5.2 0 2.6 38 5.3

利用人数 　（人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
24年度 利用人数 193 209 190 179 155 140 144 131 105 71 84 80 1681
25年度 利用人数 132 117 115 91 105 97 93 101 90 84 75 75 1175
26年度 利用人数 89 82 75 87 88 87 87 64 59 61 69 85 933

利用人数 70 44 66 61 76 70 63 68 102 62 89 97 868
実人数 21 18 23 20 24 19 19 21 25 17 20 20 247

利用人数 57 85 61 52 60 50 63 58 49 41 54 56 686
実人数 17 23 17 13 17 17 15 19 20 14 16 15 203
利用人数 60 73 84 57 60 60 60 86 85 60 50 54 789
実人数 15 14 14 12 17 17 17 18 14 15 14 16 183
利用人数 65 76 73 83 79 73 104 122 109 91 102 95 1072
実人数 20 23 20 23 24 23 25 30 28 22 27 26 291

30年度

27年度

28年度

29年度



３ 地域活動による送迎 



地区福祉委員会・区福祉委員ボランティア送迎について

令和 2年 6月 15 日報告 

能勢町議会総務  常任委員会委員   則宏

【内容】 

公共交通機関を利 できない環境にある住 に、それぞれの必要性に応じた

生活支援型移動手段を提供する。 

[提供する移動手段] 

・自宅から目的地まで(ドア・ツー・ドア) 

・自宅から公共交通機関経由地まで 

【対応】 

車両の確保→町・社会福祉協議会の車両を貸出(無償) 

燃料費・保険対応→利用者の負担金・町の助成金 

(なお、保険については、社会福祉協議会経由で加入可能) 

【課題】 

現在、地区福祉委員会・区福祉委員ボランティア送迎は、互助の観点から行わ

れているが、運営費等の財源はなく、ボランティア活動に対する利用者からの謝

礼についても、道路運送法の規定により制限がある。活動の継続性人員確保や万

が一の事故発生時の対応とあわせて、重要検討事項である。 























４ タクシー 



総務民生常任委員会 

地域交通に関わる現状と課題 

１、 タクシー利用について 

本町において営業所は一か所。 

予約不要。 

ドア to ドアを実現。行先、用途に関わらず制限を受けない。 

乗合も可能。 

迎車料金は不要。料金は以下の通り。 

料金が割高。 

２、 PM（パーソナルモビリティ）について 

① シニアカー 

PM については、以前よりシニアカー等が販売、導入されてきた。 

シニアカーについては、航続距離も向上し利便性が向上している。 

他府県の実証試験等では、路線バス停留所までの交通手段、近所（３ ４Km 未満） 

の移動に利用されている。 



② 超小型モビリティ 

自動車よりコンパクトで小回りが利き、環境性能に優れ、地域の手軽な移動手段になる１人から

２人乗り程度の車両。 

●カーシェアリングによる日常での活用は、都市部、地方部に関らず、日常生活での移動手段と

して有用。 

○ 高齢化が進んでいる・狭隘道路が多い・ガソリンスタンドが減少といった、地域環境の変化や

課題に対応した使い方ができる。  

○ 通勤、買物等の日常利用のみならず、地域活動や地域巡回等の利用と合わせた利用ができれ

ば、カーシェアリング事業として成立する可能性あり。  

○ 台風等により停電が発生する地域においては、非常時の電源としての活用も可能。 

● 高齢化の進展に伴い、地域の足を支える乗り物に対する一定の需要はある。 


